
10 土 壌肥料分野か らみた 55年 冷害の特徴 と技術効果

(農試 環境部 施肥改善科)

55年 は障害型冷書の被書が著 しく,県 北部が高標高地におい

ては技術対策を消去してしまう状況であったが,県 中部,滝 沢村

以南の北 L川流域においては,低 温の出現がそれ程極端ではなか

ったので,土 壌改良資材の施用等,土 壕改良の効果が明らかに認

められた。

(1)技 術内容 (調査結果)

1)生 育収暑および養分吸収の特徴

① 一 般に55年 は穂数増により材当 り籾数は確保されているが,登 熟歩合,玄 米千粒重

は低い傾向がみられる (表 1.2)。 稲体N模 度は全般に低めに推移し (図 1),N吸

収量は6月 の好天により54年 より多く吸収しているが, 7月 以降の低温少照 とともに

吸収量も少な目に推移している。 (図2)

② 出 穂期と稲体N模 度との間には相関が高く, 7月 中旬のN濃 度の高い稲ほど出穂がお

そい (図3)。 またおよそ8月 10日～15日の間に出穂 した稲の収曇は高いが,こ れより

早い場合でもおそい場合でも登熱歩合,収 星ともに低下している。 (図4.5)

③ 出 穂期までの乾物生産量は平年並 となっているが,N吸 収量が少なくまたN模 度 も低

く (図6),そ のため出穂後の稲の同化能力あるいは活力を低 くしているものと推測さ

れる。したがって成熟期までのN吸 収量が少なく,玄 米生産曇あるいは玄米生産能率を

低 くしている。 (図7-8)

2)技 術効果

①施肥効果 :肥沃度の低い条件下ではN追 肥曇に関係なく出穂期は早いが,穂 数が確保さ

れず,低 収となり,稲 体N模 度 も低めに経過している。一方肥沃度の高い場合出穂期はお

くれているが穂数は確保され収量が高い。しかし追肥星が多いと7月 中旬以降の稲体N濃

度が高まり,登 熟歩合を低くして収曇は低収 となっている。 (表3,図 9)

② 有 機物改良資材の効果

イ 土 壌タイプ別総合改善の効果

厚留腐植質多湿黒ボク上の農試は場では資材施用曇の多いほど出穂期はおくれるが,

構成要素が多く確保され収量が高い。登熟歩合については,資 材施用量の多少よりも

ガ籾数との関連性が強いように思われる。 (表4)

淡色多湿黒ボク上の北上ほ場,細 1位灰色低地上の前沢ほ場においても,堆 厩肥単独

よりも,総 合改善により構成要素を多く確保し, しかも登熟歩合は区間差が少なく,

したがって械収率が低 く,収 量は高い。 (表5)
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口 か け流 しかんがい水田における肥沃度改善効果

冷水かけ流 し水田においても,堆 厩肥,改 良資材施用による肥沃度の増大にょり材

籾数 を確保し,冷 水かんがいによる成収率を低くしている。 (表6)

ハ 地 下水位の高低と有機物の施用効果

冷書年においては,地 下水位の高いほ場では,有 機物施用により分けつが抑制され

材籾数が少なく械収率を大にしているが,地 下水位の低いほ場では有機物施用により

材籾数の確保に対する低温の影響を少なくし,成 収率を極めて低 くして平年に近い収

量を示 している。 (表7)

③ 技 術効果のまとめ

イ 滝 沢以南の北上川流域においては冷害年の55年 でも有機物,土 壌改良資材等施用

による地力増強の効果が明らかとなっている。

口 基 盤整備による地下水位低下透水性の改善についても冷書年はどその効果が明らか  |

であり,土 づくり技術とともに生産性を安定させる重要な基本技術として再認識され

る。

ハ N施 肥法については,幼 杉期～出穂期までの期間|“おけるN供 給能が,稔 実 を大き

く左右することから,こ の時期の追肥については慎重な対応が必要である。

(2)具 体的データ

表1 県 内の主要土壌タイプ別耕種概要

土壊タイフ場所 年次
移植

月日

栽植

密度

施 肥  量 (々/a)時  期
考

一　
備基  肥 追 田

ｕ

厚増腐植

質多湿黒

ボク上

飯岡

5 3

5 4

5 5

5 . 1 3

14

13

25.0

22.6

20.8

0.4-1.7-1.1

0 . Ⅲl . 7 - 1 . 1

0.4-2.9-122

0 . 5 - 0 , 7 - 0 . 5 ( 5 7 6 6 7 4 %物
o.作は3rO . 5 ( 5 7 0牝%物
0.←0.卜0。2( 5 7 1 %牝物

ササニシキ
鞠肥150枠

(ステち'免ン)
表増腐植

多湿黒ボ

ク土

足玉不日

5 3

5 4

5 5

5 。1 0

10

2 4 . 4

22.8

23,0

0。年 1.矛 0.9

0.4-1.狩 0,9

0.5 1.5-0.9

0 . 3 r O . 2 - 0 . 7 ( %物)
o ,卜0 .体0 . 8 ( %密%物
0.卜0.卜0.5(6TO皆7T7)

稲わら秋すき込み

1繁,N第)
灰色低地

上恢縄系)
へ巨歌田

5 3

5 4

5 5

5 . 1 0

9

22.6

1 9 . 6

2 1 . 7

0 . 5 - 1 . 3 - 0 . 8

0.5-1,3rO,8

0.3rl.} 0.8

0.卜0.}0.4(5T5%%)
0.卜0.3rO.2(%)
0。ケ0.3rO.2(7T6)

稲わら秋すき込み

(唇子サ斃)
台地グラ

イ土
湯本

5 3

5 4

5 5

８

　
　
９

５ 2 4 . 5

23.0

1 9 . 7

0.6-2.2-0,9

0.5t2.9-0.6

0 . 2 + 1 . 0 - 0 . 5

0 。2 - 0 . 卜0 . 2 ( 竹孔佑8上)
o , 3 4 0 。1 ~ 0 . 2 ( 比名残名乳す)
0 . 8 - 0 . 4 - 6 . 5 ( 5 7 0 % ン)

稲わら秋すき込み

(繁,N濫)
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場 所 年 次

穂

　

日

出

期

月

得 長

1秘

湛
融
本

ａ当握
枠

当

米

々

ａ
玄

重

レ
し

Ｌ
，

総 籾 数 熱
嫌
％

米

粒

身

玄

千

重

土援中一blH丁吻

摺 り

xl,m)

一 穂
6月詢 7月上旬

飯 岡

5 3

5 4

5 5

５

　
　
３

　
　
１

８ ９０
　
８４
　
餅

５２０

卿

如

8 8 . 9

80.7

72.5

72.9

6 4 . 8

56.3

)100

8 1 . 7

43.7

鶴. 5

35.0

盟
　
７８
　
裕

７７

　

８６

　

７８

７

　

　

６

　

　

３

２
　
２
　
２０

4 . 2

5 . 4

2 . 1

７

　
　
１

　
　
６

０

　
　
１

　
　
１

淀氏不日

5 3

5 4

5 5

７

　
　
９
々
　

〔じ

８ 聞
　
７４
　
鶴

５２‐

醐

５９５

8 8 . 2

7 1 . 4

72.0

75,7

6 6 , 6

6 1 . 4

) 1 0 0

8 6 . 2

40.5

拠. 9

40.5

７８
　
６５
　
鶴

７８
　
卸
　
７２

22.5

2 2 . 6

2 1 . 3

6 . 2

3 . 8

1 . 1

1 . 7

1 . 4

0 , 5

ノ(藍歌田

３

　

　

４

　

　

５

５

　

　

５

　

　

５

8 , 4

1

10

８９
　
櫓
　
■

１

　

　

５

　

　

１

姫
　
鶴
　
卸

76.2

5 4 . 5

60,0

66.7

56.6

45.8

) 1 0 0

74.2

36.1

29.8

3 1 . 0

盟

　

櫛

　

８３

聞
　
働
　
鶴

22.8

22.7

2 1 . 3

2 . 3

1 . 7

1 . 5

1 . 5

1 . 5

1 . 3

|

1 湯
本

|

３

　
　
４

　
　
５

５

　
　
５

　
　
５

8 . 8

12

16

９‐
　
聞
　
７３

４２２

処

輔

8 2 . 7

75。9

70.9

67.6

75.5

57.5

) 1 0 0

80.3

33.8

31.8

36.6

測
　
７‐
　
６５

銘
　
９０
　
７５

22.8

21.9

2 0 . 6

７

　
　
５

　
　
４

７

　
　
６

　
　
３

4 . 6

1 . 9

2 . 9

表2 主 要土壌タイプ別生育,収 重性

N%

茎
　
　
葉

4

3

2

1

0

0 、

多湿黒ボク土 (飯岡)

へ 褐色低地上 (八重畑)

N %
4

3

2

1

0

グライ台地土 (湯本)

茎

　
　

葉

6//525

図 1

7//5    幾

期

昭和 55年 度土壌タ

成   6/5  257/515
執

期

イプ別による稲体の養分濃度

成
熟
期

出
穂
期

多湿黒ボク土

一 S 5 5

0-…O S54
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%
1,6

N l,4

1.2
吸

10

収 0 8

量
‖f

O , 2

0

多湿黙ボク上
飯  阿 )

N

1吸

収

駐

1 . 4

1 . 3

1 2

1 0

0 . 8

0 6

0 . 4

0 2

0

色低地 L
しヽ 重畑)

24

22
11' 20

穂
| :

サ明 14
12

8  10

,〕  8
V 6

4

2

1 4 16 182022 2_42628303234

価 体 N 濃 度 ( % )

図 3 7月 中旬稲体N濃 度 と出穂期

%

金 90

熱
70

,レ 50

合 30

10

成
熱
期

6/5   257/515

図 2 土 壌タ イプ別 N吸 収屋
kg

i日

図 4

2 4 6  8 10 12 14 16 1820 22日

出 穂 期 ( 8 月)

図 5 出 穂期 と登熟歩合

成
熟
期

出
穂
期

６０

５０

４０

３０

２０

‐

１０

精

玄

米

モ

（
ａ
当

）

101214 16 182022

穂 期 (8月 )

出穂期と収量

多湿黒ボク!L
Cよ 千日)

グライ台地 上
(傷 本 )

6/5  257/515    出
穂
劇

:1

月21日移植 (中、

2 H 4  6 8
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kノ α

出

穂

期

転

物  1 0 0

生

産

量

1.2k9

150 1.Ok9t
３

４

５

５

５

５

Ｓ

Ｓ

Ｓ

●

Ｏ

ｘ

ｒ

Ｊ

ｌ

に

凡

　

例

1飯  岡  4陽 本

2足玉  呑口  5】し_L

3八 重★田

50
０

３

出 穂 期
図 6 N含 有率と乾物生産量

1 . 0

N 含 有 率 ( % )

0.5 1.5

等収量線

玄
70

米

生

産 60

台ヒ

率
50 が

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

玄

　

米

　

重

伊

当

）
・

2

Pく

区17

1.2   1.3  1.4   1.5   1.6   1.7

成 熟 期 N 吸 収 量 ( k 9 )

N吸 収量 と玄米生産能率

1.1  1.2  1.3   1.4   1.5   1.6   1.7

成 熟 期 N 吸 収 量 ( k 9 )

図 8 成 熟期N吸 収量 と玄米重
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(農試ほ場)

区 % 肥 沃 度
N施 肥曇 (々/a)

出 穂

期

(月・日)

濡 長

を籾

材 穂

数

州

登 熱

歩 合

%

玄 米

重

磁 / a )

郷

粒 重

( け)基 肥 -70 -50 -25

lA
肥 沃 度 低

堆厩肥 2 0 0

ようりん 10

珪カル 10

10 0.2 0。2 0.2 8.4 74.9 4 皓 37.6 30。3 20.6

l B 0.3 0.3 0,3 74.4 399 41,4 8o。4 20。4

2A
肥 沃 度 高

堆厩肥 8 0 0

ようりん 3 0

珪 カル 30

0。2 0.2 0.2 8.11 76.2 457 6 0 . 1 54.0 20.9

2 B 0。3 0。3 0.3 77.8 511 51.3 46.6 19.7

表3 4.5Z商 に対する窒素施肥法試験

(N%)

註 :追肥 (-70, 6/3)(-50,6/23)(-25, 7/14)

品種,ハ ヤニシキ

2B

2 A

IB

ユA

3.5

茎  3.0

2 . 5

葉

2 . 0

1 . 5
6/ユ 3 6/16  6/23

月  日

7/9 7/14

図 9 N施 肥 と茎葉 N濃 度 の推移

表4 土 壊タイフ
°
別総合改善効果滝沢試験ほ場成績

(厚唇腐植質多湿黒ボク土) 沢滝

区  名

資材施用曼〃 a 出 穂

期

月 日

標 長

Cれ

穂 数

物

籾 数 髄

々

登 熱

歩 合

%

玄 米

千粒重

伊堆 肥 ようりん 理カル 穂

輸

材

肥沃度 低

″  中

昭
小

吉
同

対 ０

∞

∞

∞

２

　

４

　

８

０

１０

２０

釣

０

１０

２０

卸

8 . 8

9

1 1 2

1 1 3

75。2

75.ユ

78.9

79.6

349

39)

487

504

82.6

8 1 . 9

8 5 . 6

9 0 . 9

2 8 , 8

32.7

4 1 . 7

45.8

3 7 . 1

39.8

40.1

5 1 . 5

6 1 . 0

5 6 . 4

47.6

54.3

2 1 . 1

2 1 . S

20.2

2o.7

5月 22日  中 苗移植 (ハヤニシキ)
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表5 北 上,前 沢試験ほ場成績

場所 区 名

出 穂

期

月 日

樺 長

・
　
　
初

穂 数

材

籾 数 玄 米 重 登 熟

歩 合

%

玄 米

千粒重

け一 穂 % 55

※

レ
し

淡
色
多
湿
黒
ボ
ク
土

北
上

無 窒  素

化 学 肥 料

堆 月巴

総 合 改 善

8 . 1 7

14

14

14

5 4 . 1

6 4 . 9

6 6 . 8

72.3

拠

44 3

517

492

47.5

5 8 。3

52.3

6 6 . 0

1 1 . 6

25.8

27.0

32.7

20.3

41.7

45,0

53.9

6 0

7 9

7 8

9 7

84.6

77.9

77.7

80.0

20.7

21.2

21.4

2o.7

前細
沢粒
灰
色
低
地
上

無 窒  素

化 学 肥 料

堆 丹巴

総 合 改 善

14

12

12

12

6 1 . 2

67.3

71.7

73.5

冴3

4 2 4

観

476

58.6

60.5

59.5

63.1

1 6 . 0

25.6

2 7 . 1

30.0

2 9 . 4

4 4 . 4

47.4

5 4 . 9

7 3

7 8

81

9 6

8 8 . 8

82.0

82.8

8 5 . 6

20.7

2 1 , 1

2 1 . 1

2 1 . 4

※ 52～ 54の 収量を100と して

北上 :ササニシキ種苗

前沢 :ト ヨニシキ種苗

表6 か け流 し水日における肥沃度改善効果 (冷水,水 尻)

(滝 沢 )

区 名

資材施用曇脅/a

苗

出 穂

期

月 日

標 長

C,,

穂 数

物

籾 数 鍵

枠

登 熟

歩 合

%

玄 米

千粒重

,堆 肥 其うりんとLカル 一 穂 脇

対 照 0 0 0

中苗 8.16 69,7 296 74.ユ 21.9 35.6 76,9 21.1

成苗 67.8 卸 79.5 26.2 39.8 72.2 21.0

肥沃度

低
200 10 10

中苗 8.16 70.7 381 75,5 28.8 39.6 65,2 21.1

成 首 13 70.1 卸 0 80.5 29.8 40.5 64.7 21.0

肥沃度

中
400 2 0 2 0

中 苗 8.17 71.2 396 84.6 33.5 34.4 48.7 21.1

成 苗 14 70,7 427 84.9 36.3 5o。2 64.9 21.4

肥沃度

同

8 o o 3 0 30

中宙 8.16 79。2 4 働 鶴.2 41.4 46.5 54.3 20,7

成 苗 12 78.3 464 89.6 41.6 53.6 62.9 20.5

- 8 5 -



表7 地 下水位高低と生育収霊

(県南分場)

ほ場 地下水位 区 名

出 穂

期

月 日

揮 長

C確

穂 数

筋
2

籾 数

%
玄 米 重 登 熟

歩 合

%

玄 米

確

〕

4 む‐̀

5 4 5 5

整備

低
ごれ

ぐ・40-60)

無  堆  肥 8 . 8 77.8 417

4囲

27,7

3o,o

駒.5 54.5 85.6 21.9

堆  肥 20o lo 77.9 60。9 弱.7 86.9 21.6

稲 わ ら 6 0 10 77.6 433 鶴.6 61.7 60.9 84.3 21,6

一般

品

C後

← 1 0 - , 2 0 )

無  堆  肥 8.8 74.4 413 31.3 60.5 59.2 84.7 2ユ.8

堆  肥 200 10 72.3 378 28.0 58.5 52.7 笛 .0 21,ユ

稲 わ ら 6 0 9 70.8 369 25.2 56.9 48,9 89.9 21,4
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